
    
 

 

 

 

 

コード検証機  

LVS-95□□シリーズ  

 

付録 F：データの共有 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 SDNC-725C 



 

LVS-95□□シリーズ 付録 F：データの共有 

 

LVS-95□□シリーズ 付録 F：データの共有 (SDNC-725) 2/5ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
  

おことわり 

• 本マニュアルの内容の一部または全部を無断で複写、複製、転載することを禁じます。 
 

• 本マニュアルの内容に関しては、改良のため予告なしに仕様などを変更することがあります。 
あらかじめご了承ください。 

 
• 本マニュアルの内容に関しては、万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなど、お気

づきのことがありましたら、お手数ですが、弊社支店または営業所までご連絡くださ
い。その際、巻末記載の Man.No. （マニュアル No.）も併せてお知らせください。 

著作権 
スクリーンショットはマイクロソフトの許諾を得て使用しています。 

商標 
• Microsoft、Windows、Windows Vista、Excel、Visual Basic は、米国 Microsoft Corporation

の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
 
• EtherCAT® は、ドイツ Beckhoff Automation GmbH によりライセンスされた特許取得

済み技術であり登録商標です。 
 

• ODVA、CIP、CompoNet、DeviceNet、EtherNet/IP は ODVA の商標です。 

 

• QR コードは、㈱デンソーウェーブの登録商標です。 

 

その他、本文中に掲載している会社名および製品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 
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データの共有 
LVS-95□□とデータを共有する方法は多数あります。以下に 3 つの例を示します。  

1. Reports および ReportData の表 

2. リファレンスによる検索結果 

3. シリアルポート(COM1)のリスニング 

すべての検証結果は Microsoft Jet 4.0 データベースに保存されています。このデータベースは、

Microsoft Access 2000 以降と互換性があります。データベースのデフォルトの場所は以下のとおりで

す。  

• Windows 10:  C:\Users\Public\LVS-95XX\LVS-95XX.mdb 

Reports および ReportData の表 
Reports と ReportData の 2 つの表には結果が保存されています。各表の説明を以下に示します。  

Reports 
Reports の表には、1 回の検証につき 1 つのレコードが含まれています。フィールドは以下のとおりで

す。 

フィールド 内容 

ReportID システムにより生成される一意の番号 

SectorID  通常は1。複数のセクタがある場合は> 1 

LclTime レポート作成時のローカル時刻 

GmtTime レポート作成時のGMT（グリニッジ標準時） 

X1 サムネイル上にボックスを描画する際の始点のX座標 

Y1 サムネイル上にボックスを描画する際の始点の Y 座標 

SizeX Xを始点とするボックスの寸法 

SizeY Yを始点とするボックスの寸法 

Reference [Setup]タブで設定されているリファレンス 

OverallGrade 総合グレード 

DecodedText  デコードされたテキスト 

Thumbnail バーコードのサムネイル(Binary Large Object) 
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ReportData  
ReportData の表には 1 回の検証につき複数のレコードが含まれ、Reports の表とは一対多の関係にな

ります。 

フィールド 内容 

ReportID Reportsの表のReportIDへのリンク 

Category レポート上のデータの配置先を示す 

Sequence レポート上のデータの配置先を示す 

ParameterName 印刷されたレポート用のパラメータ名 

ParameterValue 各パラメータの値 

 

リファレンスによる検索結果 
[Setup]画面の[Reference]でリファレンスが選択されている場合は、[Archive]画面で結果を表示して

エクスポートできます。ファイルは、レコードの区切り文字に縦棒“|”（ASCII コード 124）を使用す

るテキストファイルとしてエクスポートされます。ファイルには VBD (Vertical Bar Delimited)という

ファイル名拡張子が付与されます。カンマは使用されません。これは、地域の設定によってはカンマが小

数点区切り文字として使用されるためです。ファイルは、大半のスプレッドシートやデータベースにイン

ポートできます。Microsoft Excel にインポートするには、以下の手順に従います。 

1. 新規スプレッドシートを開きます。 

2. ［データ(Data)］>［外部データのインポート(Import External Data)］>［データのインポート

(Import Data)］の順にクリックします。 

3. 保存した.VBD ファイルの場所を確認してファイルを開きます。 

4. ［カンマやタブなどの区切り文字によってフィールドごとに区切られたデータ(Delimited)］を選択

して［次へ(Next)］をクリックします。 

5. 他の区切り文字はすべてオフにして、［その他(Other)］をオンにします。  

6. ボックスに縦棒を入力します。 

7. ［完了(Finish)］をクリックします。  

8. ［OK］をクリックします。 
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シリアルポート(COM1)のリスニング 
LVS-95□□では、可能な限り柔軟に使用できるように、すべての結果が COM1 に公開されます。この

機能をテストしたり、開発に利用する際には、シリアルクロスケーブルを使用して別のコンピュータを検

証機に接続し、ターミナルアプリケーションを実行します。ターミナルと LVS-95□□の両方のポート

設定は、以下のように設定する必要があります。 

ボーレート(Baud Rate) 9600 

データビット(Data Bits) 8 

パリティビット(Parity Bits) なし(None) 

ストップビット(Stop Bits) 1 

フロー制御(Flow Control) なし(None) 

 

バーコードを検証するたびに、結果がターミナルウィンドウに表示されます。この機能を活用するアプリ

ケーションを開発し、LVS-95□□の自動化および使用しているデータベースまたはその他のアプリケー

ションとの統合を行うことができます。 

重要: CommPort 設定を変更する場合は、「付録 G: 特殊機能(SDNC-726)」の

「CommPort 設定の変更」を参照してください。 

 

＜出力例＞ 

① 検証画面                    ②出力データ 
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